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前期試験対策!! 

 お盆が明けて、8 月 17 日（月）から前期試験対策を受けるため、生徒の多くが 3 週間ぶ

りに顔を出しました！アルバイトなどでこんがりと日焼けをした生徒もいれば、若干夏バ

テ気味でしんどそうな生徒もいました。 

 生徒たちは、対策プリントや返却されたレポートをもとに苦戦しながら勉強していまし

た。家ではなかなか勉強をする気にならないようで、各教科の先生からほぼ個別指導でし

っかりと試験対策に臨んでいました!! 

 

国語講義！ 

 19 日（水）には、国語の講義のためＭ先生に来ていただき、丁寧に国語を教えていただ

きました！これまでにも数回、Ｍ先生には講義のために来ていただいているので、生徒た

ちも講義の合間を縫って、国語のテスト勉強をする中で分からない箇所を積極的に聞いて

いました。また国語の面白みを得た事で、文章など活字に慣れて、勉強にいっそう勢いづ

けられると良いですね!! 

 

 



前期テスト開始!それから… 

週の半まで対策を受けた後、運命の前期テストが行われました！スクーリング同様、ほ

とんどの生徒が 1 限からテストがあったので、朝が早くテンションが若干下がり気味の状

態でしたが、中には開始 1 時間以上前に登校して対策の勉強に取り組んでいる生徒もいま

した!! 

数名の生徒は寝坊してテストを受けられずに、追試験に臨む事になりました。休みの日

の感覚が抜けられない事はあると思いますし、リズムを戻す事も大変でしょう。しかし、

普段の生活にある程度余裕を持たせられる分、特にテストなど限られた日程や時間に合わ

せて行動する際は、意識的に自分の生活や体調をコントロールする事が求められます。 

 

また、試験が終わると再び休みに入るので、全日制の学校に比べると休みの期間も若干

長いと思います。生徒たちは、資格をとったりアルバイトに励んだりして、自分の時間を

有効に使い自分自身の能力を高めることも大切だと思いますし、余暇を利用して友達、ま

たは家族と仲を深める事もとても大切です。 

その中での「学校」とは、自分にとってどういう存在であるかを認識する必要があるの

ではないでしょうか。目的を持って行動しなければモチベーションを持続させられません。 

登校することも億劫になります。 

 

 テストが終わり追試験を除けば再び休みに入りますが、生徒たちが自発的に登校できる

ようになるために、駅前花壇の水やりも週に一度継続的に行いますし、資格対策講座や面

接試験対策など、先を見据えた上での取り組みを計画していきたいと思っています。 

 


